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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第45期
第１四半期
連結累計期間

第46期
第１四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 3,795,204 3,940,319 15,061,610

経常利益又は経常損失（△） (千円) 47,297 82,314 △155,022

四半期純利益
又は当期純損失（△）

(千円) 16,284 58,023 △393,039

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 25,809 70,402 △382,845

純資産額 (千円) 7,641,451 7,320,731 7,235,487

総資産額 (千円) 10,780,278 10,682,314 10,541,920

１株当たり四半期純利益金額
又は当期純損失金額（△）

(円) 0.63 2.23 △15.14

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 70.7 68.3 68.4
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第45期及び第46期の第１四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」については

潜在株式は存在しますが希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、第45期の「潜在株式調整後１

株当たり当期純利益金額」については、潜在株式は存在しますが１株当たり当期純損失であるため、記載し

ておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による各種経済政策・金融政策により円安・株高傾向

が続き、企業業績の改善や雇用情勢の好転により、全体としては緩やかながらも景気回復の動きが見られておりま

す。一方で、消費税増税や物価上昇の懸念もあり、依然として先行きは不透明といえます。

また、個人消費に関しましても、一部で高価格帯の商品の需要が増加傾向にあるといわれますが、消費税率の

アップ等による個人所得に対する先行きの不透明感などにより、引き続き厳しい経営環境が続いております。

特に外食産業におきましては、原材料価格やエネルギーコストの上昇に加え、人手不足による人件費の高騰に直

面しており、経営を取り巻く環境は厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社グループにおきましては、堅実な店舗運営と着実な収益構造の確立を図ってまいりま

した。

店舗状況といたしまして、当第１四半期連結会計期間末における当社グループの店舗数は、「旬鮮酒場天狗」29

店舗、「和食れすとらん天狗（「旬鮮だいにんぐ天狗」「ステーキ大作戦」含む）」46店舗、「テング酒場」50店

舗の合計125店舗となっております（内フランチャイズ１店舗）。

もっとも、このような取り組みに際し、あくまで当社グループは愚直なまでにお客様への四つの誓い「良いもの

を安く、早く、清潔に、最高の雰囲気で」を実現することを、当社グループ一丸となって邁進することを徹底して

おります。こうした観点から、従来から継続して取り組んでおります店舗営業に係る内部監査や衛生監査につい

て、更に内容の充実に取り組み、理念の徹底を図っております。

以上のような取り組みの結果として、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は、39億40百万円で前第１

四半期連結累計期間比103.8％となっております。

他方、利益面につきましては、各種効率化施策を実施したものの、物価の上昇に伴う原価率・水光熱費の上昇や

人件費の増加により、経費が増加してしまいましたが、売上高の改善により営業利益は92百万円（前年同期は営業

利益51百万円）、経常利益82百万円（前年同期は経常利益47百万円）、四半期純利益58百万円（前年同期は四半期

純利益16百万円）となり、収益率は改善しております。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて１億40百万円増加し、106億82百万円

となりました。この主な要因といたしましては、有形固定資産が52百万円、その他流動資産が１億円減少したもの

の、現金及び預金が３億14百万円増加していることによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて55百万円増加し、33億61百万円となりました。その主な要因といたしま

しては、長期借入金が80百万円減少いたしましたが、流動負債その他が１億72百万円増加していることによるもの

であります。

また、純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて85百万円増加し、73億20百万円となりました。その主

な要因といたしましては、利益剰余金が73百万円増加していることによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は４百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

(7) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 84,712,800

計 84,712,800
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,579,527 26,579,527
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 26,579,527 26,579,527 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年６月30日 ― 26,579,527 ― 5,257,201 ― 1,320,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 617,600
 

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,930,100
259,301 同上

単元未満株式 普通株式 31,827
 

― 同上

発行済株式総数 26,579,527 ― ―

総株主の議決権 ― 259,301 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権の数20個)

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式39株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
テンアライド株式会社

東京都目黒区
鷹番二丁目16番18号
(Ｋビル)

617,600 ─ 617,600 2.32

計 ― 617,600 ─ 617,600 2.32
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,467,133 2,781,670

  売掛金 122,031 107,766

  たな卸資産 176,934 180,696

  その他 399,871 298,991

  流動資産合計 3,165,971 3,369,125

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 9,331,523 9,374,892

    減価償却累計額 △7,338,330 △7,413,212

    建物及び構築物（純額） 1,993,192 1,961,679

   機械及び装置 1,543,338 1,552,040

    減価償却累計額 △1,238,326 △1,248,782

    機械及び装置（純額） 305,011 303,257

   工具、器具及び備品 1,769,098 1,770,013

    減価償却累計額 △1,546,397 △1,566,284

    工具、器具及び備品（純額） 222,700 203,729

   土地 245,103 245,103

   有形固定資産合計 2,766,008 2,713,770

  無形固定資産 111,392 109,584

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 4,355,715 4,347,152

   その他 183,106 195,373

   貸倒引当金 △40,273 △52,691

   投資その他の資産合計 4,498,548 4,489,834

  固定資産合計 7,375,948 7,313,189

 資産合計 10,541,920 10,682,314
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 365,296 353,507

  1年内返済予定の長期借入金 ※1  321,000 ※1  321,000

  1年内償還予定の社債 25,000 25,000

  未払法人税等 53,920 38,675

  その他 655,151 828,071

  流動負債合計 1,420,368 1,566,254

 固定負債   

  長期借入金 ※1  788,250 ※1  708,000

  退職給付に係る負債 964,740 952,418

  資産除去債務 22,500 22,500

  その他 110,574 112,410

  固定負債合計 1,886,064 1,795,328

 負債合計 3,306,433 3,361,583

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,257,201 5,257,201

  資本剰余金 1,320,293 1,320,293

  利益剰余金 774,363 847,485

  自己株式 △234,139 △234,151

  株主資本合計 7,117,719 7,190,828

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 24,623 34,877

  土地再評価差額金 65,208 65,208

  退職給付に係る調整累計額 4,029 6,154

  その他の包括利益累計額合計 93,861 106,241

 新株予約権 23,906 23,661

 純資産合計 7,235,487 7,320,731

負債純資産合計 10,541,920 10,682,314
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 3,795,204 3,940,319

売上原価 1,027,182 1,076,626

売上総利益 2,768,022 2,863,693

販売費及び一般管理費   

 人件費 1,391,596 1,449,780

 退職給付費用 35,333 40,931

 地代家賃 559,424 563,905

 その他 729,679 716,311

 販売費及び一般管理費合計 2,716,034 2,770,928

営業利益 51,988 92,764

営業外収益   

 受取利息 241 212

 受取配当金 1,659 2,125

 受取賃貸料 1,429 1,429

 固定資産受贈益 1,312 1,835

 その他 3,252 2,483

 営業外収益合計 7,895 8,085

営業外費用   

 支払利息 4,450 4,627

 支払補償費 7,522 -

 貸倒引当金繰入額 - 12,417

 その他 613 1,491

 営業外費用合計 12,586 18,536

経常利益 47,297 82,314

特別利益   

 受取補償金 - 14,134

 新株予約権戻入益 56 245

 特別利益合計 56 14,379

特別損失   

 固定資産除却損 4,178 1,068

 リニューアル諸費用 5,172 -

 減損損失 - 5,055

 固定資産処分損 783 6,291

 特別損失合計 10,133 12,414

税金等調整前四半期純利益 37,220 84,279

法人税、住民税及び事業税 20,999 26,256

法人税等調整額 △63 -

法人税等合計 20,935 26,256

少数株主損益調整前四半期純利益 16,284 58,023

四半期純利益 16,284 58,023
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 16,284 58,023

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 9,524 10,254

 退職給付に係る調整額 - 2,125

 その他の包括利益合計 9,524 12,379

四半期包括利益 25,809 70,402

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 25,809 70,402
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。)及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１

四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法に

ついては期間定額基準を採用し、割引率の決定方法については、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく

割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法

へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が15,098千円減少し、利益剰余金が15,098千円

増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　純資産額の維持に係る財務制限条項

　　　前連結会計年度(平成26年３月31日)

　借入金406,250千円について下記のとおり財務制限条項が付されております。また、確約内容に反した場合に

は、当該債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

　　(確約内容)

各年度の決算期末における連結貸借対照表において、純資産の部の合計を平成25年３月期の純資産合計の75％以

上に維持すること。

 
　　　当第１四半期連結会計期間(平成26年６月30日)

　借入金375,000千円について下記の通り財務制限条項が付されております。また、確約内容に反した場合に

は、当該債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

　　(確約内容)

各年度の決算期末における連結貸借対照表において、純資産の部の合計を平成25年３月期の純資産合計の75％以

上に維持すること。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 154,340千円 129,126千円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

当社は同種の外食産業及びその補完的事業を営んでおり、単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

　 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

当社は同種の外食産業及びその補完的事業を営んでおり、単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 
(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

　 １株当たり四半期純利益金額 63銭 2円23銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 16,284 58,023

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 16,284 58,023

   普通株式の期中平均株式数(株) 25,962,159 25,961,848

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月12日

テンアライド株式会社

取締役会  御中

 

三優監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

公認会計士　遠 藤 今 朝 夫　印

   

 
代表社員
業務執行社員

公認会計士　舩　井　宏　昌　印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているテンアライド株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日か

ら平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、テンアライド株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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